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王
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て
文
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士
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網

　
支
那
に
於
て
撰
出
せ
ら
れ
π
佛
敷
編
年
史
籍
に
は
、
大

抵
浄
石
の
時
代
に
佛
敏
的
酒
息
が
支
那
に
傳
は
り
、
秦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

時
代
に
西
域
虚
血
が
支
那
に
架
っ
π
こ
い
ふ
や
う
な
記
事

を
載
せ
て
を
る
が
、
（
一
）
之
等
は
『
周
書
誌
記
』
こ
か
『
白

馬
寺
記
』
こ
か
『
天
人
威
通
念
』
ご
か
い
ふ
如
き
、
後
世
戯

作
の
書
に
櫨
つ
π
も
の
か
、
若
し
く
は
『
列
子
』
中
の
怪
し

い
一
節
を
牽
強
附
宜
し
把
も
の
か
、
い
つ
れ
か
で
あ
っ
て

獣
的
事
實
ざ
し
て
は
全
く
一
顧
の
償
も
な
い
も
の
’
で
あ

る
。
然
る
に
、
今
叢
に
論
究
せ
ん
こ
す
る
休
鷹
取
の
金
人

が
前
漢
武
帝
の
時
代
に
支
那
へ
齎
さ
れ
π
こ
い
ふ
こ
ご
は

屡
々
正
史
の
上
に
記
載
せ
ら
れ
て
を
る
所
で
あ
り
、
而
も

後
世
多
く
の
學
者
は
こ
の
金
人
を
以
て
佛
像
で
あ
る
ビ
推

　
　
　
第
三
巻
　
研
究
　
休
漁
王
の
金
人
に
就
い
て

定
し
て
を
る
の
で
あ
る
か
ら
、
’
之
は
菅
に
支
那
佛
敷
史
研

究
上
観
過
す
る
こ
ご
の
出
來
な
い
記
事
で
あ
る
ば
か
う
で

な
く
、
正
史
の
本
文
を
正
當
に
解
騨
す
る
こ
い
ふ
方
面
か

ら
観
て
も
、
可
な
り
重
要
な
問
題
で
あ
る
ご
考
へ
る
〇

　
　
　
二

　
休
屠
王
の
金
人
に
籍
す
る
記
事
の
最
も
皐
く
現
は
れ
て

を
る
の
は
『
史
記
』
窓
一
百
十
旬
奴
傳
で
あ
る
。
『
更
記
』
に

於
て
は
、
只
こ
の
旬
奴
輩
に
於
け
る
一
ケ
所
の
記
事
に
止

っ
て
を
る
が
『
前
漢
書
』
に
至
る
ご
、
之
に
録
す
る
記
事
が

窓
下
武
帝
紀
ご
巻
二
十
五
（
下
）
郊
祀
志
ご
窓
二
十
八
（
上
）

地
理
士
心
ご
審
五
十
五
一
雀
去
病
付
る
窓
六
十
八
金
臼
獺
「
傳
ご

霧
九
十
四
（
上
）
逸
走
傳
ご
の
六
ケ
所
に
掲
載
せ
ら
れ
て
を

る
。

第
四
號

ご一

黶
@
（
五
六
一
）

●



　
　
　
第
三
巻
　
研
究
　
偉
藩
王
の
金
人
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
三
二
（
五
六
二
）

論
難
難
繍
驚
哉
㌫
縫
㍊
ユ
鉛
総
論
暢
醗
無
難
纏
縫
糧
～
雛

（
西
紀
前
三
一
年
）
春
三
月
、
漢
轟
騎
紫
雲
病
が
藤
利
を
饗
の
で
あ
・
・
そ
・
で
三
夏
総
簸

一
転
騎
兵
を
將
み
て
、
轄
（
鱗
辮
現
）
を
出
で
、
焉
責
鍍
の
西
方
に
居
・
休
屠
麦
び
渾
聖
麓
汝
漢

叢
支
）
典
籍
辮
醐
講
魏
翻
櫨
霧
隠
罫
）
を
響
、
千
軍
の
雀
関
電
せ
ら
れ
薪
実
敗
舞
い
恒
ξ
を
憤
．

徐
里
の
地
に
於
て
、
旬
奴
ご
戦
，
ぞ
大
捷
を
得
、
敵
を
斬
っ
て
・
其
の
歳
の
秋
彼
等
両
王
を
召
還
し
て
、
諒
羅
を
加

首
虜
卜
す
・
○
こ
ズ
・
八
千
九
昌
六
十
級
に
及
び
、
そ
れ
ご
嗣
　
へ
ん
ご
欲
し
π
り
之
を
耳
に
し
π
両
王
は
大
い
に
恐
れ
て

時
に
休
配
王
雪
天
の
金
人
を
獲
把
の
で
吻
・
。
獲
去
病
漢
に
降
服
せ
ん
ご
謀
つ
π
。
併
し
、
建
議
將
軍
の
彼
等

ば
そ
の
身
捕
品
だ
る
金
人
を
武
帝
に
献
上
し
π
所
が
、
武
　
を
迎
へ
ん
こ
す
る
や
、
休
屠
王
は
漢
に
降
る
こ
ご
を
悔
み

帝
は
之
れ
を
左
懸
端
雲
陽
縣
（
獺
鵜
騰
謙
）
の
菓
宮
に
之
を
思
止
ら
ん
こ
し
槌
か
ら
，
渾
驚
喜
は
彼
を
殺
し
て
、

懲
り
（
二
）
、
術
叉
同
縣
に
は
旬
奴
の
祠
覚
る
繕
路
紳
祠
を
そ
の
衆
を
率
孕
、
降
り
、
漢
の
4
一
侯
こ
な
つ
π
。
然
る
に

建
て
こ
》
に
休
職
王
を
祭
つ
だ
の
で
あ
る
○
（
三
）
　
然
ら
ば
　
休
購
王
の
太
子
日
揮
は
當
時
十
四
臓
の
若
年
で
あ
っ
花
が

何
が
故
に
武
帝
は
そ
の
敵
で
あ
っ
栓
飼
奴
の
休
講
王
を
内
　
糞
蝿
漢
に
降
ら
な
か
つ
π
故
を
以
て
、
典
紐
闘
氏
（
継
帥
噸
　
，

地
に
於
て
祭
る
や
う
に
な
つ
π
の
で
あ
ら
う
か
ご
い
ふ
に
石
鎌
搬
鰯
禁
輸
）
箕
弟
倫
ご
供
に
官
費
門
に
波
，

之
に
は
頗
る
興
昧
探
い
二
塁
が
あ
る
○
　
　
　
　
　
　
　
．
入
し
て
、
馬
を
養
成
す
る
こ
ご
、
な
つ
π
o
其
後
久
し
く

　
前
述
し
た
や
う
に
、
元
亨
二
年
春
罐
去
病
勢
軍
が
乱
塾
　
し
て
武
帝
澁
宴
を
催
し
．
馬
の
捻
閲
を
試
み
π
時
、
数
十

ε
載
ふ
て
大
捷
を
得
π
が
、
一
叉
そ
の
夏
将
軍
は
朧
西
を
出
　
入
各
馬
を
聡
い
て
殿
「
を
過
ぐ
る
や
、
　
一
入
こ
し
て
武
帝



を
篇
覗
せ
な
い
も
の
は
な
か
っ
π
。
然
る
に
、
臼
礁
は
只

濁
り
か
、
る
卑
劣
な
こ
ご
を
敢
て
せ
す
、
莫
身
長
は
八
尺

二
寸
其
容
貌
は
甚
だ
詳
し
く
、
威
風
堂
々
ε
し
て
過
ぎ
さ

り
、
而
も
其
拳
く
所
の
馬
は
太
《
逞
し
い
良
馬
で
あ
っ
把
。

そ
こ
で
、
武
帝
は
異
み
て
、
其
の
何
者
薫
る
か
を
問
ふ
詑

の
に
癒
し
て
懸
紐
は
具
さ
に
巳
か
休
西
谷
の
子
π
る
こ
ご

を
告
げ
π
。
そ
の
事
情
を
聞
い
て
、
武
帝
は
甚
だ
之
を
奇

ε
し
、
即
田
鼠
沐
衣
冠
を
賜
ひ
、
舞
し
て
面
罵
遷
待
申
苗

標
都
尉
光
緑
大
夫
ご
摩
し
セ
◎
か
く
て
、
日
磁
は
武
帝
に

親
近
す
る
こ
ご
を
得
陀
が
、
其
後
些
し
の
過
失
も
な
か
っ

セ
か
ら
、
盆
々
帝
の
信
愛
を
得
て
．
或
時
は
数
千
金
を
賞

賜
せ
ら
れ
、
田
つ
れ
ば
則
ち
鰺
逸
し
、
入
れ
ば
則
ち
左
右

に
待
す
る
こ
い
ふ
有
毒
で
あ
っ
陀
。
そ
こ
で
、
貴
族
は
彼

を
怨
ん
だ
け
れ
共
、
帝
は
近
々
彼
を
寵
遇
し
陀
。
そ
の
後

彼
の
母
病
残
す
る
や
、
帝
は
臆
し
て
其
解
像
を
金
人
の
祭

っ
て
あ
る
甘
泉
宮
に
圖
豊
せ
し
め
、
休
屠
蘇
關
氏
ご
署
さ

し
め
仁
。
日
環
は
常
に
其
書
像
を
禮
拝
し
、
涕
泣
し
て
去

　
　
　
第
三
懸
　
研
究
　
休
屠
玉
の
金
人
に
就
い
て

つ
陀
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

　
斯
く
の
如
く
子
壷
が
H
礁
の
母
の
写
像
を
甘
泉
宮
に
書

か
し
め
弛
の
ば
、
其
母
が
生
前
二
人
の
子
即
ち
日
礁
ご
其

弟
倫
ご
を
敷
上
す
る
こ
ご
甚
だ
法
度
に
適
ふ
て
る
π
爲
、

武
帝
の
嘉
営
　
を
受
け
て
ゐ
π
こ
ご
が
、
其
の
一
原
因
で
あ

っ
だ
ら
し
い
が
、
併
し
其
主
な
原
因
は
武
帝
の
日
騨
に
封

ず
る
愛
情
の
螢
露
で
あ
っ
π
に
違
ひ
な
い
○
か
や
う
に
日

礁
を
鍾
愛
す
る
あ
ま
り
、
其
母
の
省
像
を
茸
泉
宮
に
書
か

し
め
セ
く
ら
み
で
あ
る
か
ら
、
武
帝
が
彼
の
父
休
三
王
を

径
路
紳
祠
に
祭
ら
し
め
だ
の
は
興
宮
の
こ
ビ
で
あ
る
ご
言
、

は
ね
ば
な
ら
ぬ
○
而
し
て
顔
師
古
の
註
に
依
る
ご
、
所
謂

潮
路
淋
祠
ご
は
元
旬
奴
の
祠
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る

か
ら
、
旬
奴
の
休
屠
王
を
祭
っ
把
祠
を
穫
路
淋
祠
ご
名
け

泥
の
で
あ
ら
う
。
寮
母
日
磁
の
字
は
鼻
髭
こ
い
ひ
、
其
姓

は
金
こ
い
つ
π
ε
傳
へ
ら
れ
て
を
る
が
、
権
ふ
に
共
金
こ

い
ふ
姓
は
彼
の
父
休
屠
王
の
金
人
に
因
ん
で
武
帝
が
特
に

彼
に
輿
へ
π
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
門
號
　
　
　
　
圃
ご
コ
一
　
（
五
六
三
）



　
　
　
第
一
二
巻
　
　
　
研
　
　
究
　
　
　
休
屠
一
土
の
金
人
　
に
し
就
　
い
　
イ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
悶
號
　
　
　
　
一
二
四
　
　
（
五
山
ハ
四
）

　
之
を
要
す
る
に
、
武
帝
は
元
勲
二
年
翠
雲
病
が
旬
奴
を
　
正
吏
の
上
に
明
示
せ
ら
れ
て
み
な
い
の
で
あ
っ
て
、
何
奴

毎
蓋
し
て
分
捕
つ
に
金
人
を
陰
陽
縣
の
甘
泉
宮
に
祭
り
、
　
傳
に
於
て
は
前
述
し
陀
や
う
に
朧
西
を
出
で
焉
支
山
を
過

叉
其
持
主
で
あ
っ
物
議
怨
語
を
同
製
の
樫
路
子
音
に
祭
り
　
ぎ
て
千
豊
里
の
地
ご
記
さ
れ
、
武
帝
紀
に
於
て
は
朧
西
を

且
其
皇
后
の
雪
後
は
其
太
子
日
計
の
爲
に
其
聖
像
を
甘
泉
　
出
で
皐
蘭
に
至
り
て
ご
録
さ
れ
、
叉
震
諸
病
傳
に
は
縛
戦

宮
に
書
か
し
め
π
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
六
日
焉
支
山
を
過
ぎ
て
千
聖
像
里
短
兵
を
合
し
て
皐
蘭
山

　
　
　
轟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
に
塵
し
に
し
た
こ
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
、
に
吾
人
の

　
支
那
正
史
の
上
に
示
さ
れ
て
を
る
休
屠
王
の
金
人
に
關
　
注
意
す
べ
き
こ
こ
ろ
は
、
謡
言
病
が
累
累
を
幾
つ
π
ご
い

す
る
由
來
顛
末
は
前
説
し
だ
所
に
盤
き
て
を
る
。
し
か
し
　
ふ
皐
蘭
山
で
あ
っ
て
、
碧
山
は
焉
支
山
の
あ
る
今
の
山
丹

只
こ
れ
だ
け
の
記
事
を
以
て
し
て
は
、
其
金
入
の
何
も
の
　
縣
よ
り
千
支
里
以
上
距
つ
屠
所
に
在
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
『
歴

陀
る
か
を
解
決
す
る
こ
ご
不
可
能
で
あ
る
。
實
に
こ
の
間
　
代
地
理
志
前
編
今
騨
』
に
於
て
は
、
之
を
今
の
喀
爾
喀
に

題
を
解
決
す
る
こ
ご
が
本
研
究
の
目
的
こ
す
る
所
で
あ
る
　
嘗
て
、
を
る
が
、
そ
の
音
は
皐
蘭
ご
多
少
相
通
す
る
所
あ

が
嘘
先
づ
其
遣
行
こ
し
て
糎
去
病
の
金
人
を
獲
た
地
方
に
　
る
け
れ
共
、
焉
諸
山
の
所
在
地
か
ら
内
蒙
古
の
喀
影
回
に

就
い
て
一
言
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
愁
に
其
金
人
の
本
　
至
る
距
離
は
正
史
の
示
す
ご
こ
ろ
ご
大
差
あ
る
か
ら
、
此

來
の
所
在
地
に
麗
し
て
は
、
古
來
甚
だ
し
い
謬
説
が
行
は
　
説
に
は
同
意
し
か
ね
る
Q
大
体
休
警
報
は
旬
奴
の
西
邊
に

れ
て
を
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
論
破
し
て
置
く
必
要
が
　
襟
っ
て
ゐ
セ
諾
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
（
四
）
彼
の
盤
配
せ
ら

あ
る
。
　
　
　
　
　
、
・
　
　
　
　
　
れ
陀
皐
蘭
山
は
喀
爾
喀
な
ご
よ
り
も
蓬
か
西
方
に
在
ら
ね

　
大
体
、
辞
去
病
皇
軍
の
金
人
を
獲
π
地
方
に
就
い
て
は
　
ば
な
ら
兎
。
さ
れ
ば
沈
黒
韓
が
皐
蘭
山
を
以
て
張
扱
塞
外



に
在
る
巴
観
π
の
は
（
爺
）
正
當
な
見
解
で
あ
る
Q
が
併
し
．

彼
は
そ
の
塞
外
い
つ
れ
の
地
に
あ
る
か
を
明
示
し
て
み
な

い
◎
實
際
、
今
日
之
を
明
示
す
る
こ
ご
は
困
難
で
あ
る
が

或
は
現
今
の
庫
羊
蹄
山
で
は
な
か
ら
う
か
ご
想
は
れ
る
。

難
戦
雷
山
は
三
野
塞
外
の
北
方
約
五
百
黒
田
の
地
に
あ
っ

て
隔
焉
群
山
の
所
在
地
睡
る
山
丹
縣
よ
り
通
路
に
沿
ふ
て

赴
い
た
な
ら
ば
、
正
史
に
示
す
が
如
く
千
重
里
に
達
す
る

で
あ
ら
う
Q
且
又
皐
蘭
ご
塵
触
雷
ご
は
そ
の
音
に
於
て
…
幾

分
相
通
す
る
所
が
あ
る
か
ら
、
多
分
正
吏
に
所
謂
皐
蘭
山

は
現
今
の
金
諾
雷
山
で
あ
ら
う
ご
考
へ
る
。
假
車
両
山
を

相
凝
せ
し
め
る
こ
ご
が
間
蓮
ひ
で
あ
る
こ
し
て
も
、
毒
忌

山
は
張
腋
塞
外
の
北
方
若
し
く
は
西
方
五
六
百
豊
里
の
地

域
に
在
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
果
し
て
然
り
こ
す
れ
ば
、

尊
墨
塞
外
の
軽
軽
山
附
近
に
於
て
重
工
王
の
祭
っ
て
ゐ
π

金
入
が
漢
の
將
軍
震
難
病
に
舜
捕
ら
れ
て
今
の
陳
西
省
那

州
内
に
在
っ
π
甘
泉
宮
に
移
さ
れ
π
ε
い
ふ
こ
ご
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留

の
で
あ
る
。第
三
餐
　
研
究
　
休
思
王
の
金
人
に
就
い
て

　
然
る
に
鰻
重
の
孟
康
は
『
前
漢
書
』
旬
奴
傳
の
註
に
於
て

「
旬
奴
祭
天
馬
本
在
雲
陽
甘
泉
山
下
、
秦
蓉
其
地
、
後
徒

之
休
々
右
図
、
故
休
屠
魂
祭
天
金
写
象
也
」
ご
述
べ
て
を

る
。
惟
ふ
に
、
彼
は
『
前
漢
書
』
地
理
志
に
於
け
る
雲
陽
縣

の
賃
下
に
「
有
休
屠
金
人
及
短
路
紳
祠
三
研
越
厘
購
郵
祠

三
所
」
ご
記
せ
る
一
節
を
誤
解
し
だ
か
ら
、
斯
る
調
馬
を

試
み
π
の
で
あ
ら
う
Q
即
ち
彼
は
こ
の
一
節
を
雲
隠
縣
に

休
覇
王
の
金
人
や
勾
奴
の
降
路
帥
祠
な
ざ
が
あ
っ
た
こ
い

ふ
意
味
に
解
し
だ
か
ち
、
最
初
早
撃
縣
に
撃
つ
陀
も
の
が
、

後
に
至
っ
て
秦
の
勢
力
に
逐
は
れ
て
葱
焉
支
山
よ
り
千
徐

蚕
砂
っ
把
休
早
早
の
地
に
徒
さ
れ
、
国
津
に
於
て
雀
脚
病

の
獲
る
所
ε
な
つ
π
ご
考
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
や
う
に
な

つ
π
の
で
あ
る
◎
而
し
て
か
、
る
考
察
は
甚
だ
し
く
歴
史

的
事
實
ε
掃
出
し
て
を
る
。
既
に
沈
欽
韓
の
言
っ
て
を
る

や
う
に
、
雲
陽
が
秦
の
領
地
ε
爲
つ
π
の
は
久
し
い
以
前

の
こ
ご
で
あ
っ
て
（
六
）
、
始
皇
十
年
号
は
太
后
を
甘
泉
宮

に
迎
へ
同
十
五
年
に
は
韓
非
が
雲
陽
で
死
ん
で
を
る
。
（
七
）

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
幅
悶
號
　
　
　
　
鷲
一
五
　
　
（
五
山
ハ
五
）



　
　
　
第
三
籍
　
研
究
　
休
電
王
の
金
人
に
就
い
イ
、

而
も
『
吏
記
』
の
飼
上
石
に
依
る
ご
嘱
旬
奴
の
胃
頓
輩
干
が

、
緻
燵
薦
連
（
天
山
）
の
聞
に
ゐ
柁
月
氏
（
日
昆
訂
舜
）
を
撃

破
し
だ
の
は
、
漢
文
帝
前
四
年
（
西
紀
前
一
七
六
年
）
で

あ
り
、
更
に
月
氏
を
し
て
西
方
に
走
ら
し
め
柁
の
は
老
上

端
子
の
時
代
（
西
紀
前
一
七
四
一
一
六
一
年
）
で
あ
る
か
ら

秦
が
雲
影
を
嚢
つ
セ
當
時
に
於
て
は
、
未
だ
張
腋
塞
外
の

地
方
は
勾
奴
の
領
有
す
る
所
ご
な
っ
て
み
な
か
つ
セ
の
で

あ
る
。
さ
す
れ
ば
孟
康
の
説
の
如
く
秦
が
雲
陽
を
嚢
ふ
把

蒔
旬
奴
が
そ
の
地
に
在
っ
た
金
人
を
未
だ
そ
の
勢
力
二
曲

ご
な
っ
て
み
な
い
動
転
塞
外
の
地
に
移
し
π
こ
い
ふ
や
・
｝

な
こ
ご
の
あ
ら
得
べ
き
筈
が
な
い
G

　
斯
る
見
易
い
錯
誤
に
満
…
ち
セ
註
騨
が
其
後
『
晋
史
』
『
陪
…

吏
』
な
ご
の
正
心
に
襲
用
せ
ら
れ
把
ご
い
ふ
こ
ご
は
頗
る

怪
し
む
べ
き
こ
ご
で
あ
る
ご
言
は
ね
ば
な
ら
澱
。

　
拐
，
こ
れ
よ
り
問
題
の
申
心
に
進
入
し
て
、
休
鬼
門
の

金
人
の
何
も
の
セ
る
か
を
研
究
し
ょ
う
。
『
魏
書
』
直
門
十

　
　
　
　
　
　
　
餓
叩
㎞
閏
號
　
　
　
　
三
六
　
　
（
｝
血
山
ハ
山
ハ
）

四
騨
蔵
置
に
は
此
問
題
に
就
い
て
次
の
や
う
に
説
い
て
あ

る
。
　
野
暮
鳥
網
狩
巾
、
澄
霊
去
病
訴
旬
奴
、
釜
泉
蘭
遇
居
延
、
斬
首
大
穫
、

　
昆
邪
王
殺
三
巴
王
、
三
共
寮
五
萬
礒
降
、
獲
其
金
人
、
帝
以
爲
穴
紳
、

　
列
甘
泉
寓
、
金
人
牽
長
丈
蝕
不
祭
㍊
、
恨
燐
香
禮
一
口
巳
、
此
鮒
佛
道

　
流
叢
話
漸
也
、

　
輝
遺
志
に
於
け
る
此
記
事
は
後
世
の
佛
激
吏
家
に
大
影

響
を
興
へ
π
の
で
あ
っ
て
、
佛
敷
編
年
史
籍
の
多
く
に
は

感
懐
東
傳
の
最
初
ε
し
て
之
が
引
用
せ
ら
れ
て
を
る
。
此

記
事
中
「
金
人
率
長
丈
鯨
不
上
製
、
超
越
香
禮
舞
而
己
」
ご

あ
る
一
節
は
編
者
魏
牧
が
そ
の
當
鰭
行
は
れ
だ
佛
像
及
び

之
に
甥
す
る
儀
禮
を
観
て
附
註
を
加
へ
旋
も
の
で
あ
る
に

も
拘
ら
す
、
支
那
重
篤
史
家
の
多
く
は
前
漢
武
帝
が
其
金

人
に
劃
し
て
焼
香
禮
奔
を
行
ふ
て
る
沈
か
の
如
く
傳
へ
、

之
を
以
て
中
置
に
於
け
る
佛
敷
流
通
の
濫
傷
で
あ
る
こ
し

て
を
る
。
大
体
、
『
魏
書
』
の
撰
者
魏
牧
は
翻
心
な
佛
敷
蹄

編
者
で
あ
っ
だ
か
ら
、
か
く
の
如
く
何
等
の
根
無
な
し
に

甘
泉
宮
に
祭
ら
れ
π
金
人
を
以
て
血
清
で
あ
る
か
の
如
く



爵

’

傳
へ
π
の
で
あ
る
。
す
で
に
正
史
に
於
て
か
＼
る
記
事
が

掲
載
せ
ら
れ
陀
以
上
は
、
聯
盟
母
家
が
砦
之
に
基
い
て
佛

画
聖
傳
の
革
緒
を
此
金
人
の
傳
來
に
概
く
の
は
轟
然
の
こ

ε
で
あ
る
こ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
併
し
此
金
人
を
以
て
蚕
齢
ご
見
微
す
こ
ご
は
、
麿
に
鞍

敷
史
家
ば
か
り
で
は
な
い
○
古
町
　
般
の
聾
者
も
亦
多
く

之
を
佛
像
ご
断
定
し
て
を
る
。
三
國
蒔
代
に
↓
西
漢
書
暑

騨
」
四
十
憲
を
撰
出
し
泥
張
曼
の
如
き
は
、
腰
去
病
癖
に

於
け
る
金
人
に
醒
し
て
「
佛
徒
祠
金
人
轟
」
ご
註
し
て
、
画

譜
王
の
金
人
が
彿
徒
の
祠
る
佛
像
で
あ
っ
た
か
の
如
き
意

を
漏
ら
し
、
叉
鷹
の
顔
師
古
は
勾
瓦
焼
に
於
け
る
金
人
を

食
し
て
、
　
「
作
金
人
場
駕
天
齢
画
趣
、
而
魚
道
、
期
金
油

絵
是
其
撒
法
」
ご
録
し
、
爾
宋
の
爵
号
も
亦
顔
師
古
ご
同

じ
く
「
蓋
天
意
之
竈
鐡
今
佛
像
是
音
遣
法
」
ご
陳
べ
て
を

る
。
穴
）
し
か
し
之
等
は
只
そ
の
潜
時
の
事
蹟
徒
が
金
佛

橡
を
以
て
諸
天
の
上
に
位
せ
る
最
上
曾
こ
し
て
驚
溶
し
て

を
る
の
を
魏
て
、
憶
測
を
疑
し
く
し
按
に
過
ぎ
な
い
の
で

第
三
．
巻
　
研
究
　
魚
屠
王
の
金
人
に
就
い
て

何
等
根
底
の
あ
る
見
解
で
は
な
い
。

　
こ
の
金
人
を
以
て
導
爆
ご
断
定
す
る
こ
ご
に
謝
し
て
多

少
考
諦
を
試
み
π
も
の
は
、
只
宋
の
程
大
昌
ば
か
b
で
あ

る
◎
彼
は
佛
敷
の
史
的
方
面
に
御
し
て
、
屡
々
評
論
を
加

へ
て
を
る
が
、
何
れ
も
皆
淺
韓
極
ま
る
も
の
で
あ
る
Q
そ

の
一
例
を
畢
げ
る
乙
、
外
園
地
理
書
難
信
こ
い
ふ
題
の
下

に
玄
装
の
『
西
域
記
』
の
如
き
は
只
佛
敏
を
誇
張
せ
ん
爲
に

編
纂
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
僅
か
十
年
の
日
程
を
以
て
し

て
九
萬
里
を
周
偏
し
て
、
他
國
の
地
理
を
調
査
す
る
如
き

こ
ε
は
到
底
不
可
能
の
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
其
記
録
は
信

ず
る
に
足
ら
な
い
こ
い
ふ
や
う
な
凱
暴
な
議
論
を
弄
し
て
．

を
る
○
（
九
Y
今
彼
の
金
人
に
費
す
る
考
謹
も
殆
ん
ざ
之
に

譲
ら
な
い
ほ
ご
欝
欝
な
議
論
で
あ
る
が
、
先
づ
順
序
ご
し

て
其
論
説
を
紹
介
し
、
併
せ
て
其
謬
見
を
指
摘
し
て
澱
か

う
ご
思
ふ
。
彼
は
休
屠
王
祭
金
人
考
こ
い
ふ
一
’
篇
を
も
の

し
て
を
る
が
、
其
申
に
次
の
や
う
に
論
じ
て
を
る
。
（
δ
）

　
張
急
落
日
月
氏
者
馬
煙
郷
海
雀
小
國
也
、
轍
爆
沙
州
駅
馬
漣
天
由
也
辱

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
踊
二
七
　
　
（
五
六
七
）



　
　
　
箪
三
巻
　
研
窮
　
休
屠
王
の
金
人
に
就
い
て

　
本
病
月
山
地
、
沙
州
天
由
之
間
有
城
潟
、
名
爲
昭
武
、
昭
即
佛
之
號
、

　
霧
迦
棄
、
其
再
三
從
佛
之
地
、
月
鴻
既
爲
旬
奴
所
破
、
則
愚
直
菰
乎
葱
嶺

　
之
酉
燧
十
三
國
、
凡
冠
昭
武
露
三
者
三
種
也
、
塞
郎
霧
聲
之
誰
者
也
、

　
此
地
奥
崇
岡
花
、
而
月
油
玉
濡
、
故
金
属
途
在
共
地
、
而
爲
去
病
所
得

　
　
用

彼
は
之
に
引
績
い
て
、
更
に
後
漢
の
明
「
帝
が
金
人
を
夢
み
’

陀
こ
い
ふ
下
説
を
引
用
し
て
、
世
の
佛
敷
信
灌
が
多
く
之

を
修
飾
し
て
．
佛
の
露
は
能
く
厚
徳
だ
中
等
に
行
は
れ
ざ

る
に
先
立
っ
て
、
帝
の
夢
に
現
は
れ
て
、
之
を
戚
悟
せ
し

め
陀
こ
い
ふ
が
、
そ
れ
は
全
く
誤
っ
て
を
る
馬
金
の
佛
濡

す
で
に
、
前
漢
時
代
に
渡
摩
し
、
而
も
渾
耶
王
休
鷹
王
に

屡
せ
る
数
萬
の
人
々
皆
皆
に
身
内
に
移
馨
し
、
其
場
に
は

長
安
に
入
る
も
の
も
あ
っ
π
．
凡
そ
之
等
の
人
々
は
、
皆

月
詣
種
族
で
あ
る
か
ら
も
其
開
に
は
必
ず
佛
を
奉
ず
る
も

の
が
あ
っ
把
に
蓮
ひ
な
い
、
佛
を
奉
ず
る
者
は
影
響
金
像

を
以
て
宗
圭
こ
し
だ
か
ら
、
中
國
入
の
う
ち
に
は
之
を
響

く
者
が
多
く
あ
っ
陀
に
蓮
ひ
な
い
み
そ
こ
で
、
此
金
像
の

こ
ご
が
節
々
し
て
途
に
上
聞
に
蓬
し
拠
の
で
あ
る
、
斯
く

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
．
　
三
八
（
五
六
八
）

し
て
、
明
帝
は
已
に
之
を
聞
知
し
て
ゐ
π
か
ら
、
そ
の
形

相
を
霧
み
π
の
で
あ
る
ご
、
説
い
て
を
る
。

　
凡
そ
夢
中
に
現
は
れ
る
材
料
は
必
ず
嘗
て
多
少
維
験
し
・

π
こ
ご
に
限
ら
れ
る
こ
ご
は
心
理
上
の
事
實
で
あ
る
か
ら
㌧

明
帝
が
金
人
を
夢
み
元
の
は
、
豫
て
明
希
が
佛
像
に
關
す

る
こ
ご
を
傳
聞
し
て
ゐ
π
爲
で
あ
る
こ
い
ふ
推
定
は
、
正

粋
な
見
解
こ
し
て
是
認
す
る
が
、
併
し
大
月
氏
が
塞
種
の
．

地
に
移
る
以
前
、
・
す
で
に
、
番
地
に
佛
敷
が
行
は
れ
て
る
・

π
ε
い
ふ
や
う
な
考
定
に
は
、
全
然
同
意
す
る
こ
ご
は
出

際
ぬ
。
『
前
漢
書
』
西
域
傳
の
高
調
並
に
、
濁
賓
の
條
に
於

け
る
、
県
紙
（
陰
嚢
m
）
に
關
す
る
断
片
的
記
録
に
響
い
て

考
察
す
る
ε
、
遊
牧
人
種
元
る
人
種
本
心
の
長
長
地
は
、

、
伊
梨
（
油
団
）
霊
域
の
西
方
の
地
で
あ
っ
だ
の
で
あ
る
が
、
勾

奴
の
老
上
…
玉
子
が
轍
焼
郡
漏
り
間
に
、
擦
っ
て
ゐ
半
月
氏

を
撃
ち
、
魚
影
を
奪
ふ
陀
こ
こ
ろ
が
、
月
氏
は
西
に
徒
っ

て
・
塞
種
を
攻
破
し
、
其
地
を
占
領
t
π
o
そ
こ
で
、
塞

腫
は
三
管
＆
困
志
げ
を
越
へ
て
、
濁
賓
（
客
縁
彰
2
）
に
、
入



ワ

’

つ
陀
の
で
あ
る
ゆ
印
度
に
入
つ
π
後
は
、
塞
種
も
勿
論
佛

敷
的
戚
化
を
受
け
π
で
あ
ら
う
が
、
な
ほ
伊
梨
河
流
域
の

原
住
地
に
盤
っ
て
ゐ
陀
時
分
に
、
既
に
下
種
が
、
佛
敷
を

奉
じ
て
ゐ
陀
ご
は
想
は
れ
な
い
◎
月
氏
が
勾
奴
の
爲
に
其

門
訴
地
を
逐
は
れ
て
、
西
方
に
徒
つ
π
の
は
、
老
上
軍
干

の
時
代
で
あ
る
か
ら
、
塞
種
の
移
動
も
、
亦
殆
ん
ざ
、
そ

れ
ご
同
時
代
に
起
つ
π
も
の
こ
、
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し

て
老
上
輩
干
の
即
位
は
、
西
紀
前
一
七
四
年
で
あ
っ
て
、

其
殿
」
年
は
、
同
一
ふ
ハ
一
・
年
i
老
ト
論
畢
干
の
妓
」
年
に
曲
貌
い

て
は
、
一
五
八
年
説
も
あ
る
が
、
今
は
そ
の
何
れ
に
し
て

も
、
差
支
な
い
一
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
・

既
に
、
価
v
梨
地
方
に
佛
敷
が
行
は
れ
て
る
沈
こ
い
ふ
や
う

な
こ
ご
は
、
甚
だ
疑
は
し
い
。
然
乃
に
其
時
代
に
於
て
、

韓
梨
よ
澄
も
、
蓬
か
東
方
な
る
、
張
按
塞
外
ま
で
も
、
佛

敷
が
行
は
れ
て
る
π
こ
い
ふ
こ
ご
は
、
省
更
疑
問
で
あ
っ

て
、
重
ん
ご
信
ず
る
に
足
ら
な
い
ρ
其
他
程
氏
が
、
或
は

昭
武
ご
い
ふ
名
裕
を
、
佛
に
關
係
せ
し
め
、
或
は
下
下
、

第
三
欝
　
研
究
　
像
屠
王
の
金
人
に
就
い
て

及
び
渾
耶
の
衆
人
を
、
月
花
種
族
で
あ
る
な
ご
ご
圭
回
す

る
如
き
は
、
無
知
も
亦
甚
だ
し
い
ご
、
い
は
ね
ば
な
ら

蹟
。
固
よ
り
佛
陀
（
㍑
移
管
9
）
ε
い
ふ
梵
語
ご
、
昭
ε
い

ふ
漢
字
ご
は
、
其
意
義
に
於
て
、
全
然
無
關
係
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

が
、
支
那
に
於
て
は
、
古
語
門
下
を
意
類
す
る
に
、
畳
若

　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

し
く
は
、
浮
畳
の
懸
字
を
以
て
し
て
を
る
。
面
癖
氏
は
、

旬
奴
に
破
ら
れ
て
西
方
に
走
り
、
焔
管
の
地
を
奪
ふ
π
が

烏
孫
は
、
元
月
氏
に
続
篇
が
あ
っ
沈
か
ら
、
其
昆
莫
（
王
）

は
旬
奴
の
援
助
を
得
て
、
之
を
破
り
、
更
に
西
南
に
走
ら

し
め
沈
。
か
く
て
月
氏
は
、
遽
に
、
大
計
（
b
d
碧
民
ρ
）
の
地
・

に
、
侵
入
す
る
に
至
つ
祀
の
で
あ
る
か
ら
、
月
氏
民
族
は

最
早
そ
の
原
住
他
附
近
に
は
、
多
く
残
留
し
て
み
な
か
つ

π
の
で
あ
る
。
故
に
門
内
に
入
込
ん
だ
休
屠
及
渾
耶
の
衆

入
は
、
月
氏
で
は
な
く
て
、
旬
奴
で
あ
る
こ
ε
は
、
嫡
か

で
あ
る
。
要
す
る
に
、
程
氏
の
金
入
に
關
す
る
考
讃
は
、

誤
謬
に
充
ち
て
み
て
、
全
く
信
用
す
る
に
、
足
ら
な
い
の

で
あ
る
。

第
四
號

一二

縺
@
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山
脚
九
）



第
三
巻
　
研
究
　
休
剛
臆
の
金
人
に
就
い
て

　
か
く
の
動
く
幅
古
來
支
那
の
験
者
は
、
多
く
休
屠
王
の

金
入
を
以
て
、
解
像
ざ
推
定
し
て
を
る
が
、
其
推
定
に
釣

し
て
は
、
総
て
何
等
の
樫
威
も
、
認
め
ら
れ
な
い
ご
言
っ

て
よ
い
。

　
　
　
蕊

　
今
や
、
余
自
身
の
卑
見
を
、
開
陳
す
べ
き
順
序
こ
な
っ

た
。
余
は
休
屠
王
の
金
人
は
、
漸
じ
て
、
尊
像
で
な
い
ご

信
ず
る
の
で
劣
る
○
そ
の
故
如
何
こ
い
ふ
に
、
震
去
病
が

金
人
を
獲
セ
當
時
、
即
ち
、
元
狩
二
年
（
西
紀
前
＝
コ

年
）
以
前
に
は
、
未
だ
聖
像
の
製
作
が
、
な
か
つ
陀
か
ら

　
で
あ
る
。
勿
論
比
較
的
古
い
佛
睡
中
に
重
て
庵
佛
在
世
時

代
、
す
で
に
、
整
調
製
作
せ
ら
れ
、
且
崇
拝
せ
ら
れ
て
み

た
も
の
、
如
く
、
説
い
て
あ
る
が
（
＝
）
現
存
の
遺
物
に

子
徽
す
れ
ば
駕
此
種
の
記
録
は
、
信
じ
難
い
の
で
あ
る
。
即

ち
、
印
度
史
上
有
名
な
、
阿
育
、
》
い
。
冨
）
王
時
代
（
西
紀

前
二
七
二
一
三
二
年
目
に
、
建
て
ら
れ
把
、
佛
陀
伽
耶

（
団
¢
象
｝
努
σ
q
》
滋
）
の
摩
詞
菩
提
寺
（
掌
記
｝
勧
げ
。
旧
年
≦
冨
箪
）
の

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
〇
　
（
五
七
〇
）

石
垣
内
に
残
れ
る
、
彫
刻
を
始
め
ご
し
て
、
其
の
後
遽
か

ら
ざ
る
蒔
代
即
ち
う
西
紀
前
＝
一
世
紀
の
製
作
に
係
る
、

切
冨
杉
舟
及
び
O
D
震
。
窯
の
石
垣
石
門
の
、
彫
刻
を
見
る

に
、
何
れ
も
、
佛
像
の
現
は
れ
來
る
べ
き
所
に
於
て
、
前

者
に
於
て
は
、
只
三
座
の
み
を
示
し
、
後
者
に
於
て
は
、

只
佛
足
形
の
み
を
表
は
し
、
佛
の
形
像
は
、
一
ご
し
て
、

現
は
れ
て
る
な
い
。
惟
ふ
に
、
誤
れ
は
一
般
學
者
の
認
め

て
を
る
や
う
に
、
佛
の
形
像
は
、
紳
聖
に
し
て
漬
す
べ
か

ら
す
ざ
の
、
敬
的
な
心
情
よ
り
蘇
更
そ
の
表
徴
の
み
に
止

め
て
置
い
π
の
で
あ
ら
う
○
而
し
て
、
其
後
団
Φ
。
。
萄
芝
母

を
中
心
ざ
し
て
、
勃
興
し
π
、
所
謂
健
陀
羅
（
Ω
三
聖
鐸
斜
）

美
術
に
至
っ
て
、
初
め
て
姿
態
の
製
作
を
、
見
る
に
至
つ

祀
の
で
あ
る
。
此
美
術
興
起
の
時
期
に
就
い
て
は
、
學
者
・

の
意
見
必
す
し
も
、
一
定
し
て
み
な
い
が
、
西
紀
後
＝
一

世
紀
頃
が
馬
此
美
術
の
成
熟
期
で
め
つ
て
、
如
何
に
遽
く

遡
っ
て
も
、
西
紀
前
一
世
紀
よ
り
、
似
前
に
遡
る
こ
ご
に

畠
來
な
い
の
で
あ
る
。
（
＝
一
）

■



霧

琉

　
故
に
嘉
島
の
庚
的
研
究
に
基
け
ば
、
子
う
し
て
も
、
前

漢
零
点
時
代
に
既
に
佛
像
が
印
度
に
於
て
製
作
せ
ら
れ
、

而
も
、
そ
れ
が
、
蓬
か
東
方
の
張
披
塞
外
ま
で
、
傳
卜
し

て
ゐ
托
ご
、
餅
定
す
る
こ
ご
は
出
來
ぬ
。
從
っ
て
休
屠
王

の
金
人
は
、
決
し
て
㍗
佛
像
で
な
い
ご
、
言
は
ね
ば
な
ら

澱
。
　
　
　
淘

　
還
し
て
、
休
漁
王
の
金
人
が
、
佛
像
で
な
い
こ
す
れ
ば

更
に
．
選
ん
で
、
．
其
何
も
の
選
る
か
を
、
究
明
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
此
金
人
が
佛
像
で
な
い
以
上
は
、
之
は
旬
奴
固
有

の
宗
敷
に
關
下
せ
る
融
像
か
適
若
し
く
は
、
他
の
民
族
の

宗
敷
に
關
係
せ
る
沸
像
か
、
二
者
、
い
つ
れ
か
、
一
で
な

け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
旬
奴
傳
に
依
る
ご
、
旬
奴
の
諸
酋
長
は
、
毎
年
正
月
雷

干
の
庭
竃
に
、
小
曾
を
催
し
，
五
月
に
は
、
龍
城
に
、
大

面
を
催
し
て
、
其
先
翻
天
地
鬼
騨
を
、
祭
つ
だ
ご
い
ふ
こ

ご
で
あ
る
◎
然
り
ご
、
す
れ
ば
、
此
金
入
は
旬
奴
が
、
読

谷
三
巻
　
研
究
　
油
壷
王
の
．
金
人
に
就
い
て

年
正
月
ご
、
五
月
ご
に
行
ふ
、
祭
事
に
關
係
せ
る
、
紳
像

で
は
な
か
ら
う
か
ご
も
想
は
れ
る
。
併
し
な
が
ら
『
漢
書
』

に
撃
て
、
鮨
金
人
分
捕
の
こ
ご
が
、
再
三
記
載
せ
ら
れ
、

特
筆
せ
ら
れ
て
を
る
所
か
ら
察
す
る
ご
、
之
を
漢
入
に
取

っ
て
、
宣
旨
臼
絶
し
い
も
の
で
あ
っ
陀
に
違
ひ
な
い
。
若
」

し
之
が
從
來
旬
奴
の
祭
祠
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
や
う
な
普

通
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
古
來
軍
事
上
、
若
し
く
は
、

交
通
上
、
旬
奴
ご
、
密
接
の
關
係
の
あ
り
、
從
っ
て
其
内

惰
を
、
知
悉
し
て
を
る
、
漢
人
が
、
さ
ほ
ど
珍
重
す
べ
き

筈
が
な
い
。
樹
叉
武
帝
が
駒
之
を
雲
陽
の
甘
泉
宮
に
祭
つ

π
所
か
ら
考
へ
る
ご
、
其
製
作
に
着
て
も
拙
劣
な
も
の
で

な
つ
π
こ
ご
が
、
推
定
せ
ら
れ
る
。

　
然
る
に
、
旬
奴
傳
に
は
、
前
漢
三
盛
の
代
（
西
紀
四
一

七
五
－
一
五
七
年
）
漢
使
が
、
　
「
旬
奴
父
子
樹
宵
態
臥
、

父
死
妻
其
後
母
、
兄
弟
死
面
妻
魚
影
、
無
冠
帯
之
飾
闘
庭

之
禮
」
ε
い
ひ
、
叉
講
者
中
宿
悦
は
、
「
旬
奴
之
俗
灘
食

談
叢
、
飲
其
汁
、
衣
共
皮
、
畜
食
草
飲
水
、
随
時
縛
移
し
、

第
四
號

四
一
　
（
五
七
一
）



第
三
懸
　
研
究
　
泳
四
王
の
金
人
に
就
い
て

第
四
號

四
二
　
（
五
七
二
）

こ
い
つ
だ
こ
、
傳
へ
ら
れ
て
を
る
。
こ
れ
に
由
っ
て
観
る
　
れ
て
る
な
か
つ
記
の
で
あ
る
。
（
一
三
）
　
所
謂
、
．
西
域
地
方
、

ご
、
元
來
旬
奴
は
、
遊
牧
人
種
で
あ
っ
て
、
極
め
て
、
野
　
に
於
い
て
、
甘
齋
に
最
も
近
い
ε
こ
ろ
で
、
而
も
最
も
交
．

蟹
な
生
活
を
、
螢
み
到
底
寸
時
に
於
け
る
沸
最
高
の
文
明
　
化
の
鞍
達
し
て
ゐ
陀
こ
こ
ろ
は
，
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
大

人
罵
る
、
漢
族
の
珍
重
す
る
如
き
、
美
術
品
を
、
製
作
し
　
夏
（
切
弊
習
ρ
）
で
あ
る
。
大
連
は
、
古
代
波
斯
に
於
て
は
、

得
る
や
う
な
、
能
力
を
持
っ
て
る
な
か
つ
だ
こ
ご
は
、
明
　
団
巴
島
践
若
し
く
は
、
b
ご
録
ま
三
ご
、
辮
せ
ら
れ
、
現
今

か
で
あ
る
。
從
っ
て
此
金
人
は
、
本
位
漫
文
の
祭
事
に
關
…
、
乱
塾
パ
げ
ざ
感
け
ら
れ
、
鳥
溜
水
（
○
擁
。
ω
）
即
ち
、
今
の

係
せ
る
も
の
で
も
な
く
、
叉
旬
奴
の
、
造
っ
π
も
の
で
も
　
》
ヨ
自
U
ρ
縄
墨
、
流
域
に
接
せ
る
極
め
て
豊
饒
な
地
方
で
あ

な
い
ご
，
判
定
せ
ね
ば
な
ら
澱
。
若
し
果
し
て
、
亘
り
ご
　
る
。
從
っ
イ
、
此
地
方
は
、
古
代
よ
り
開
登
し
、
ω
け
戦
．
げ
。

す
れ
ば
、
之
は
何
う
し
て
も
、
他
の
民
族
の
宗
敷
に
關
係
　
の
傳
ふ
る
研
に
依
る
ご
、
此
地
方
に
て
、
一
チ
の
都
市
が

せ
る
紳
像
が
、
旬
奴
へ
紅
血
し
陀
の
で
あ
る
ε
、
推
臨
せ
　
あ
り
、
嘗
て
波
鴬
茶
國
の
領
土
こ
な
っ
て
ゐ
野
際
に
は
、

ざ
る
を
得
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
地
は
諺
壁
奉
の
装
飾
こ
し
て
、
誇
ち
れ
て
る
π
こ
い

　
然
ら
ば
、
其
金
人
は
、
何
威
か
ら
劇
画
し
、
叉
如
何
な
　
ふ
こ
ε
で
あ
る
。
而
し
て
、
波
斯
丈
學
に
於
い
て
は
本
來

る
羅
類
の
毒
忌
で
、
あ
っ
π
で
あ
ら
う
か
。
　
　
　
　
　
　
ω
ξ
け
ぼ
舞
の
女
帥
π
る
、
　
〉
轟
窟
傷
崇
拝
の
中
心
地
ζ

　
　
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
、
知
ら
れ
、
其
の
女
淋
の
殿
堂
も
、
此
の
地
に
設
け

　
古
代
の
支
那
附
近
の
民
族
中
に
は
、
斯
る
走
時
を
鋳
造
　
ら
れ
て
あ
っ
π
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
か
ら
（
一
四
）
そ
の
文

す
る
ほ
ざ
の
、
黒
化
的
地
位
に
、
達
し
π
も
の
は
、
な
か
　
化
開
螢
の
程
度
を
察
す
る
こ
ご
が
出
認
る
Q
そ
の
後
、
紀

つ
セ
○
彼
等
は
、
い
つ
れ
も
、
未
だ
技
術
的
開
螢
に
、
鯛
　
元
前
三
百
年
代
の
、
初
期
》
ド
暴
民
巽
大
王
が
、
印
度

曇
・



遽
征
を
企
て
、
此
地
方
を
占
領
し
陀
時
に
も
、
大
王
は
其

土
人
を
庇
護
し
、
土
人
も
亦
能
く
希
臓
文
明
を
受
容
し
、

之
ご
、
同
化
す
る
に
至
り
、
其
結
果
此
國
は
、
東
洋
に
於

け
る
、
希
臓
文
明
の
一
申
心
地
ご
な
つ
π
（
一
五
）
大
王
西

蹄
の
後
に
は
、
そ
の
遺
影
、
ω
①
寄
鼻
。
ω
は
、
竃
白
蔓
ρ
王

朝
の
始
租
6
騨
＆
塁
σ
q
二
℃
寅
　
ご
和
し
、
婚
姻
を
結
び
、
印
．

度
ご
の
交
通
頗
る
頻
繁
こ
な
り
、
そ
の
後
の
希
臓
諸
王
も

三
相
攣
ら
す
、
印
度
こ
の
交
通
を
持
卜
し
泥
こ
ご
は
、
種

々
の
史
實
に
依
っ
て
、
明
か
で
あ
る
。
故
に
此
地
方
に
は

夙
に
駅
敷
、
即
ち
N
巽
ρ
夢
泰
算
毒
■
の
宗
激
も
盛
ん
に
行

は
れ
て
る
π
が
、
門
口
斯
三
三
時
代
か
ら
、
印
度
の
渥
婆

（
ω
一
く
僧
）
憩
の
信
仰
も
、
流
入
し
て
ゐ
陀
の
で
あ
る
。
（
＝
ハ
）

西
紀
前
二
丑
九
年
か
ら
、
其
の
翌
年
に
か
け
て
、
阿
品
迦

（
》
3
犀
9
）
王
が
、
佛
敷
黒
道
の
大
事
業
を
企
て
沈
際
、
こ

の
地
方
へ
も
布
敷
師
を
派
遺
し
、
大
成
功
を
得
π
こ
ご
は

疑
ふ
こ
ご
の
出
奈
な
い
事
實
で
あ
み
。
（
一
七
）
　
故
に
、
こ

の
地
方
に
は
、
印
度
の
婆
羅
門
敷
も
、
佛
激
も
、
行
は
れ

　
　
　
第
三
巻
　
研
究
　
休
屠
王
の
金
人
に
就
い
て

て
る
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
漸
次
意
業
は
、
他
の
宗
h

敷
を
座
服
し
て
、
一
時
こ
の
地
方
が
、
小
学
唱
導
ご
呼
ば

れ
π
ほ
ざ
、
佛
敷
隆
盛
に
赴
き
、
出
貯
9
囚
留
プ
以
北
に

於
け
る
、
各
地
佛
敷
界
の
中
心
こ
な
つ
π
。
か
く
の
如
く

此
の
地
方
へ
は
、
夙
に
印
度
の
、
沓
敷
文
明
が
、
輸
入
せ

ら
れ
て
る
陀
の
で
あ
る
響
か
ら
、
印
度
で
造
ら
れ
江
沼
像
の

如
き
も
、
傳
來
し
て
ゐ
π
に
違
ひ
な
い
。
前
記
し
陀
や
う

に
、
佛
像
は
、
健
陀
羅
美
術
の
與
起
す
る
ま
で
は
、
出
現
．

せ
な
か
つ
惣
け
れ
共
、
佛
像
以
外
の
、
諸
紳
の
像
の
造
ら

れ
て
ゐ
一
こ
ご
は
、
切
冨
鴎
客
や
、
ω
聾
。
露
や
、
の
石
垣
・

石
門
の
浮
彫
を
観
れ
ば
、
朋
か
で
あ
っ
て
、
之
等
に
は
、

姿
勢
優
美
な
藥
叉
帥
や
、
龍
榊
や
の
、
臥
像
が
、
顯
は
れ

て
を
る
。
か
や
う
に
、
臨
監
ご
關
係
の
あ
る
諸
天
の
像
が

既
に
刻
ま
れ
、
而
も
之
れ
等
が
肖
拶
募
．
9
人
の
問
に
傳
は

つ
て
み
た
ε
す
れ
ば
、
貨
幣
鋳
造
の
技
術
を
有
す
る
、
彼

等
が
そ
の
像
を
、
鋳
造
し
得
る
こ
ご
も
、
當
然
で
あ
る
ξ

第
四
號

鴻
三
　
（
五
七
三
）
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、



第
三
巻
　
研
究
　
休
屠
王
の
金
人
に
就
い
て

第
．
四
號
　
　
．
四
四
　
（
五
七
鶴
）

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
◎
西
紀
前
一
九
〇
年
即
位
し
托
、
ヒ
d
舞
＃
　
た
で
あ
ら
う
。
す
で
に
、
一
言
し
だ
や
う
に
、
月
氏
は
、

冨
囚
謬
巳
及
び
H
、
号
咳
σ
の
王
U
の
日
①
巳
器
は
、
實
に
立
農
奴
の
胃
頓
宣
言
に
破
ら
れ
、
次
で
老
上
汐
干
の
爲
に
、

派
な
、
大
型
の
貨
轡
を
鋳
造
し
、
其
の
裏
面
に
は
、
星
で
　
そ
の
王
さ
へ
も
、
攻
殺
せ
ら
る
、
に
至
つ
π
か
ら
、
彼
等

飾
ら
れ
π
王
冠
を
戴
い
て
を
る
、
　
b
d
爲
漆
喰
㌶
の
女
寡
π
る
　
は
西
方
に
徒
り
、
當
時
外
梨
西
域
に
擦
っ
て
ゐ
π
塞
種
の

》
轟
ぼ
鳥
の
像
が
、
打
出
さ
れ
て
を
る
。
黒
点
U
Φ
ヨ
。
霞
ぼ
ω
の
　
地
を
占
領
し
セ
が
、
鳥
孫
の
斜
め
に
、
叉
そ
の
地
を
逐
鳳

孫
で
あ
っ
て
、
彼
を
破
っ
て
西
紀
前
一
七
五
年
王
位
に
即
　
れ
て
、
更
に
、
西
南
に
走
り
、
墨
水
（
》
ヨ
β
b
p
薮
）
の

い
セ
、
団
¢
ζ
壁
書
ω
も
、
亦
大
貨
幣
を
鋳
造
し
把
。
（
一
八
）
北
方
に
移
住
し
て
、
南
方
大
々
を
臣
服
し
π
の
で
あ
る
。

之
等
隔
技
亡
霊
精
巧
を
麺
め
だ
貨
幣
昔
造
の
事
實
に
依
っ
　
か
の
張
捲
が
月
氏
に
使
し
π
の
は
、
正
に
此
の
時
代
で
あ
．

て
獲
て
も
、
佛
敷
信
者
π
る
彼
等
の
間
に
、
佛
敷
ビ
關
係
　
つ
て
、
彼
の
月
輪
に
蕎
い
把
の
が
、
凡
そ
、
前
漢
武
帝
元

の
あ
る
諸
天
の
像
が
、
錆
隠
せ
ら
れ
て
る
淀
こ
ご
が
、
推
朔
元
年
（
西
紀
前
一
二
八
年
）
に
相
醸
す
る
。
こ
の
時
は
、

濾
せ
ら
れ
得
る
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
だ
月
氏
ほ
、
河
北
の
王
庭
に
在
っ
て
、
河
南
の
藍
市
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
今
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
や
に
、
謂
ふ
所
の
金
人
ご
は
、
多
　
（
今
の
切
巴
冨
）
に
は
徒
っ
て
ゐ
居
か
っ
弛
、
け
れ
ざ
も
、

勢
、
斯
る
印
度
紳
の
一
つ
を
、
鋳
造
し
π
も
の
で
あ
ら
う
　
既
に
、
大
夏
の
支
配
擢
を
有
し
、
殊
に
そ
の
隣
接
地
把
る

ε
想
ふ
。
然
ら
ば
、
如
何
に
し
て
、
じ
q
9
郎
桟
じ
地
方
に
在
，
6
巽
σ
q
冨
舜
　
は
夙
に
大
夏
の
文
化
に
浴
し
て
ゐ
把
、
の
で

つ
把
も
の
が
、
．
西
紀
前
ご
＝
年
順
に
、
蓬
か
、
遽
脇
の
　
あ
る
か
ら
、
（
一
九
）
　
未
だ
そ
の
固
有
の
遊
牧
的
風
俗
を
、

地
π
る
、
甘
猛
省
附
近
ま
で
、
膚
寒
し
だ
か
ご
い
ふ
に
、
　
全
く
愛
更
す
る
に
は
至
ら
な
か
つ
按
が
、
漸
く
、
大
夏
の

思
ふ
に
そ
の
媒
介
を
な
し
陀
も
の
は
．
月
氏
民
族
で
あ
っ
　
文
化
に
、
戚
化
せ
ら
れ
て
ゐ
π
こ
ご
は
、
疑
ひ
を
容
れ
な
．



い
。
而
も
當
時
、
月
氏
は
、
甲
奴
に
欝
す
る
懲
怨
を
忘
れ

て
、
藤
霧
の
提
議
し
π
、
旬
奴
鋏
撃
の
計
企
に
賛
成
し
な

か
つ
π
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
大
毒
の
文
化
に
浴
し
柁

月
民
は
、
旬
奴
ご
境
を
接
し
て
、
而
も
之
れ
ご
雫
ふ
恵
志

が
な
か
つ
海
ご
す
れ
ば
、
彼
等
を
通
じ
て
、
何
等
か
の
事

情
に
依
っ
て
、
切
9
簿
『
に
に
在
つ
泥
も
の
が
、
旬
奴
に
傳

は
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
、
當
然
あ
り
得
る
こ
ご
で
あ
る
◎
而

し
て
、
．
休
仁
王
は
、
追
憶
の
西
邊
に
激
っ
て
る
だ
の
で
あ

る
か
ら
．
西
方
こ
の
交
通
に
は
、
最
も
、
都
含
の
好
い
地

，
位
に
在
つ
だ
の
で
あ
る
。
故
に
、
元
大
夏
に
在
つ
泥
、
印

度
の
帥
像
が
、
彼
れ
の
手
に
入
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
か
く

し
て
、
休
屠
牛
の
所
有
に
姦
し
て
る
た
金
人
が
、
震
去
病

の
分
捕
す
る
所
こ
な
り
、
漏
れ
を
内
地
に
逸
つ
π
所
が
、

漢
人
は
珍
奇
な
も
め
こ
し
て
、
目
を
そ
ば
だ
て
・
武
帝
は

立
派
な
も
の
こ
し
て
、
怠
れ
を
甘
泉
宮
へ
安
遣
し
π
の
で

あ
る
。．
古
奈
の
翠
者
の
中
、
獄
上
の
結
論
に
最
も
近
い
説
を
螢

　
　
　
第
三
巻
　
研
究
　
休
屠
王
の
金
人
に
就
い
て

表
し
て
を
る
も
の
は
『
漢
書
疏
謹
』
の
撰
者
聖
心
韓
で
あ

る
。
彼
は
此
の
金
入
を
以
て
、
旬
奴
の
祠
る
所
の
帥
に
し

て
、
佛
に
非
す
ざ
漸
じ
、
西
域
國
の
天
憩
は
佛
敷
に
、
斯
謂

摩
醸
首
羅
（
ン
R
僧
げ
O
ω
ノ
N
ρ
畦
ρ
）
即
ち
大
自
在
天
で
あ
る
ご
言
っ

て
を
る
。
併
し
只
記
録
の
土
で
は
休
屠
王
の
祭
天
の
金
人

謬
見
ね
て
を
る
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
果
し
て
，
こ
の
金

人
が
摩
醸
首
羅
で
あ
っ
把
か
、
纏
う
か
は
、
判
ら
な
い
が

兎
に
角
、
本
來
印
度
聯
の
像
で
あ
っ
π
に
、
違
ひ
な
い
ご

思
ふ
。

註（
一
）

（
二
）

（
三
）

梁
鍛
長
房
撰
『
歴
代
三
寳
紐
』
巻
一
〇
朱
志
盤
腿
『
佛
天
心
紀
賊
巻
三

十
四
。
元
煕
仲
撰
臨
画
氏
資
雛
山
巻
一
。
元
念
常
撰
『
佛
齪
歴
代
癒

載
』
二
四
。
至
心
泰
撰
『
佛
益
金
皆
皆
嘱
巻
一
。
門
古
今
圏
嘗
集
成
幅

繹
敏
部
藁
考
懸
一
〇

『
薗
漢
書
臨
地
理
志
に
於
け
る
雲
陽
縣
の
際
下
に
は
「
有
休
屠
王
金

人
、
及
径
路
榊
綱
三
所
、
越
巫
艦
鄭
澗
三
所
」
ミ
記
し
て
あ
る
。

『
繭
漢
書
』
郊
祀
志
に
は
「
雲
陽
有
裡
路
榊
祠
、
祭
休
屠
王
也
」
定
餓

し
て
あ
る
。

鎮
四
號

匹
五
　
（
玉
七
五
）



第
三
巻
　
　
叢
　
観
　
　
ビ
ス
マ
ル
ク
の
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ミ
大
㎜
戦

〈
四
）
　
「
史
記
駈
旬
奴
侮
に
い
ふ
、
「
其
秋
輩
予
選
渾
耶
王
休
罵
…
王
居
西
方
、

　
　
　
嬬
海
所
殺
諺
数
萬
人
、
欲
召
諒
之
、
し
ε
。

（
五
）
　
貫
属
韓
撰
『
漢
書
疏
蹴
』
巻
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十
九
〇

（
山
ハ
）
　
同
漁
黛
讐
一
二
十
四
【
O

〈
七
）
『
選
言
妬
巻
六
秦
兼
言
本
紀
に
に
「
十
年
…
－
春
、
王
乃
迎
太
后
於

　
　
，
雍
而
入
賊
陽
復
居
甘
泉
営
」
ミ
い
ひ
、
叉
「
十
四
年
…
…
韓
罪
使

　
　
　
輿
観
望
李
肪
諜
、
留
非
、
非
死
婁
陽
」
亡
記
す
。

（
八
）
　
『
蓬
憲
』
巻
一
百
九
十
八
。

（
九
）
　
『
程
疏
考
古
編
』
ハ
『
函
海
嚇
第
十
四
一
五
三
所
攻
）
巻
八
。

《
一
〇
）
　
『
翻
書
集
成
豊
騨
異
新
島
九
十
二
巻
、
佛
像
…
藝
丈
三
所
攻
。
惟
ふ

　
　
　
に
本
篇
は
程
大
昌
の
碧
『
演
繁
露
』
中
に
編
入
冠
ら
れ
て
を
る
も
の

　
　
　
で
あ
ら
う
。
併
亡
余
は
張
だ
三
一
に
接
す
る
機
會
を
持
六
な
い
か

　
　
　
ら
漸
配
す
る
こ
ビ
は
鵬
來
ぬ
。
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一
一
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町
鳶
一
昔
含
繧
』
巻
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入
。
『
謡
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三
昧
海
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』
巻
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切
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奈
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懸
十
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巻
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。
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究
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